
Press Release
報道各社 御中

令和８年２月２４日

与 謝 野 町

与謝野町では、合併２０周年記念フラッグシップアクションと銘打って、合併２０年を迎え

る令和７年度を合併２０周年期間とし、これまでを振り返り、これからを展望する様々な取り組

みを行っています。

これまでの合併２０周年記念フラッグシップアクションの実施状況を報告するとともに、今後

の予定事業（一部再掲）の概要を情報提供します。

１ みんなで多様性×人権を考えるつどい【再掲】

（１）日 時 令和８年２月２８日（土）午後１時３０分～５時（予定）

（２）場 所 与謝野町立生涯学習センター知遊館 あじさいホール

（３）内 容 第１部 人権啓発優秀作品表彰式（午後１時３５分～）

第２部 人権講演会（午後２時４５分頃～）

第３部 花＊花ライブ（午後４時１５分頃～）

（４）所管課 住民環境課

２ 与謝野町合併２０周年記念式典【再掲】

（１）日 時 令和８年３月１日（日）午前９時３０分～

（２）場 所 与謝野町立生涯学習センター知遊館 あじさいホール

（３）内 容 記念映像上映（開式前）

記念式典

記念イベント（与謝野児童合唱団エンゼルハーモニー、石川混成合唱団）

（４）所管課 総務課

３ よさの魅力発信応援プロジェクト（一体的な広報の実施）

（１）与謝野町合併２０周年記念式典において、「合併２０年の振り返りと今の与謝野町」の

誌面を配布。

（２）合併２０年プロモーション映像を今春に与謝野町有線テレビ（ＫＹＴ）で放映

※合併２０周年記念式典では短編映像を放映予定

よさの魅力発信応援プロジェクト第三弾
～ 今後の予定事業 ～

お問合せ先
与謝野町役場企画 財政課
ふるさと応援促進室
担当 小室
電話 ０７７２－４３－９０１５

資料１【一部再掲】
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令和８年２月２４日

与 謝 野 町

資料２

令和７年１２月から公募型プロポーザルにより募集していました旧染色センター（与謝野町字

算所４２１番地１）を貸し付けにより活用して、与謝野町の福祉の増進に資する事業を行う事業

者について、２月１２日に審査委員会によるヒアリングを実施し、以下のとおり優先交渉権者を

選定しましたのでお知らせします。

１.優先交渉権者

事業者名

株式会社訪問看護ステーションさくら（与謝野町字算所１６番地１）

事業内容

訪問看護、介護予防訪問看護

２.事業内容

訪問看護ステーションを母体とした重度心身障害児特化型放課後等デイサービス運営事業

３.選定理由

当該法人の提案は、丹後２市２町でサービスを提供する事業所のない重度心身障害児に特化した

放課後等デイサービス事業を当該地域の先駆けとなり実施するというもので、新規性があり与謝野

町をはじめ当該地域でのニーズの受け皿となるもので公益性が高い。

事業計画においては、既存の訪問看護ステーションを母体として事業を行う計画としているこ

とから経営の安定性が見込めることに加え、人材確保や資金計画等にも計画性がある。地域との

関係性においても、母体である訪問看護ステーションが地域密着型のものであり、調和が期待で

きることや、事業計画において医療機関、学校、支援学校等との連携や、近隣住民への配慮がう

かがえる。

これらを勘案して旧染色センターを活用して与謝野町の福祉増進に寄与するサービスを安定的

に提供がきると判断して当該法人を優先交渉権者として選定するものである。今後においては、

公平、公正性を確保したうえで、与謝野町における当該事業を牽引するような事業展開を期待す

る。

【旧染色センター】

公募型プロポーザルにより貸付事業者を選定しました
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資料２

貸付施設の概要

貸付条件概要

施設名 旧染色センター（与謝野町字算所４２１番地１）

貸付物件 【建物】

構 造 木造（一部鉄骨造）２階建

延床面積 ８２９．３０㎡

建 築 年 昭和５７年

【土地】

貸付面積 １，０２８㎡

（全体面積 ３，２８２㎡）

項目 内容

活用方針 ・与謝野町と賃貸借契約を締結し、福祉の増進に資する事業を行うこと

・事業者が立案し、自らの資金により事業運営を行うこと

・対象施設すべてを維持管理すること

・事業に供するための施設改修は事業者の負担で行うこと

貸付期間 ３年間

貸付料 年額８３１，６２８円

※ただし、与謝野町財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例（平成１

８年３月１日条例第６２号）第４条の規定に該当する場合は、上記年額貸

付料に２分の１を乗じた金額を年額貸付料とすることとします

問い合わせ先

総務課 財産活用・契約室

担当：多賀野

電話：０７７２－４３－９０１０
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資料３

与謝野町では、多様な主体による協働のまちづくりを推進するため、地域運

営や地域活動のヒントを共有し、今後のまちづくりへの意見を出し合う対話事

業を以下のとおり開催しますので、事前の周知と当日の取材をお願いします。

１．日時

令和８年３月１２日（木）午後６時３０分～８時３０分

２．会場

生涯学習センター 知遊館 ２階 研修室

３．内容（予定）

第１部 報告会：活動の見える化と課題共有

①加悦地域区長会から視察研修報告

報告者：加悦地域区長会

②石田地区公民館「石田Ｐｌａｔｚ事業」の取り組みについて

報告者：石田地区公民館

③ふるさとまちづくり活動応援補助金の登録団体からの取組報告

報告者：一般社団法人ｓａｔｏｙａｍａにこちゃん

第２部 ワークショップ：協働に向けた視点の可視化

第１部で共有された報告内容やこれまでのまちづくり交流会での意見を材

料に、課題や論点を整理するワークショップを行います。

【３月１２日｜第３回与謝野協働のまちづくり交流会】

活動報告と今後のまちづくりへの意見を出し合います

【取材・問い合わせ先】

与謝野町役場 企画財政課

担当 吉本

電話 ０７７２－４３－９０１５
昨年度のまちづくり交流会の様子
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阿蘇海環境づくり協働会議（京都府丹後地域内の１３団体、宮津市、与謝野町および京都

府で構成、事務局：京都府）と特定非営利活動法人国際ボランティア学生協会（本部：東京

都、代表：下村誠、以下「ＩＶＵＳＡ」）では、阿蘇海の環境改善に向けたカキ殻回収活動を

実施します。

与謝野町側では、以下のとおり実施しますのでお知らせします。

１．日時

令和８年３月１５日（日） 午前９時～１１時３０分（予定）

※受け付け：午前８時４５分～

２．場所

阿蘇海沿岸 ※集合場所：阿蘇シーサイドパーク管理棟前

３．内容

地元住民、関係団体、地元企業、大学生などと協働したカキ殻回収

４．持ち物

タオル、飲み物、長靴（汚れてもよい服装でお越しください）

５．参加申込

令和８年３月１１日（水）までにＩＶＵＳＡ事務局

（０７２‐６０１‐５１０９）へ。

また、右記の二次元コードからも申し込みできます。

６．その他

別途、阿蘇海環境づくり協働会議事務局（京都府丹後広域振興局）から詳細についてプ

レスリリース予定です。

【阿蘇海の環境改善を目指したカキ殻回収活動】

みんなでカキ殻拾うＤＡＹを開催します

問い合わせ先

農林環境課 地球温暖化対策室

担当：糸井

電話：０７７２‐４３‐９０２３

前回の様子
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よさの百年の暮らし委員会（愛称：みらいふ）では、楽しいイベントを通じて環境に関心

をお持ちいただき住みよい社会を目指し、未来のために一人一人が行動できることを考える

環境保全イベントを開催しますのでお知らせします。

１．日 時 令和８年３月８日（日）午前１０時～午後２時

２．会 場 野田川わーくぱる（住所：与謝野町字四辻１６１番地）

３．主 催 よさの百年の暮らし委員会（愛称：みらいふ）

４．内 容 エコ縁日（射的、輪投げ）／水素ロケット飛ばそう／発電魚釣り／環境クイ

ズラリー／もってかえってコーナー（リユース品の引き取りのみ）／資源回

収／キッチンカー／使用済みカイロの回収／各種団体の活動紹介 など

５．参加費 無料

｜よさの百年の暮らし委員会（愛称：みらいふ）

与謝野町の百年後の孫やひ孫世代に、豊かな自然と安全な暮らしを残すために、環境問題

を考えるグループです。生活の身近なところから、環境に貢献できる方法を考え、できるこ

とから無理をしないで実践をしていきます。「みらいふ」とは、「みらい」と「らいふ」をか

けた造語です。

よさの環境みらい２０２６を開催します

～親子で考えよう よさの の未来～

問い合わせ先

よさの百年の暮らし委員会事務局（農林環境課 地球温暖化対策室）

担当：糸井

電話：０７７２‐４３‐９０２３

昨年の様子
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令和８年２月１６日

与 謝 野 町

資料６【再配布】

令和７年度は、与謝野駅周辺まちづくりワークショップでのご意見を

踏まえ、駅前広場の実施設計及び駅舎の基本設計を整理しました。

この度、４回目のワークショップを開催し、その経過を報告するとと

もに、一部仕様について意見交換を行い、今後の整備及び来年度の検討

に繋げていきたいと考えています。事前の周知と当日の取材をよろしく

お願いします。

＜今回のワークショップの概要＞

１ 日時 令和８年２月２７日（金）午後７時～

２ 場所 下山田地区公民館（住所：与謝野町字下山田１１７０番地）

３ 内容 与謝野駅整備事業についての、これまでの検討経過の共有と意見交換

（参考） 令和６年度に、住民と対話するワークショップなどを経て、地域・事業者・行政がそれ

ぞれの強みを活かしながら、地域資源を活かしたまちづくりによる地域活性化を推進する

ための「与謝野駅周辺まちづくり計画」を策定。

令和７年度は、丹後山田駅として大正１４年７月３１日に開通式が行われてから、令和

７年度に１００周年を迎え、与謝野町ではこの計画に基づき、与謝野駅整備事業を進めて

いくこととしており、駅周辺の活性化や整備事業についてのワークショップを３回開催。

【スケジュール】

～ これまでの検討経過の共有と意見交換を行います！ ～

与謝野駅周辺まちづくりワークショップ成果おひろめ・意見交換会を開催

内容 日時 備考

第１回与謝野駅周辺まちづくりワークショップ 令和７年８月１１日（月・祝） 済

第２回与謝野駅周辺まちづくりワークショップ 令和７年１０月１８日（土） 済

第３回与謝野駅周辺まちづくりワークショップ 令和７年１１月２９日（土） 済

与謝野駅周辺まちづくりワークショップ

成果おひろめ・報告会
令和８年２月２７日（金） 今回

問い合わせ先

企画財政課 ふるさと応援促進室

担当：大江

電話：０７７２‐４３‐９０１５
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与 謝 野 町

資料７【再配布】

与謝野町は、令和８年２月９日に株式会社ジモティー（東京都品川区）と連

携協定を締結し、地域の情報サイト「ジモティー」を通じたリユース（再利用）

の推進を行います。

●事業連携の背景・経緯

与謝野町では、ごみの減量化が課題となっており、特に「燃やさないごみ」の減量化

に向けて処理について、令和４年度から「ちょこっとリユース」事業を開始し、町内で

発生する不要品を再利用する事業を実施し、町民のリユースの意識を高めてきました。

しかしながら、町内にはまだ使える状態の家具や家電などが「粗大ごみ」として排出

されるケースも多く、リユースの更なる促進が課題となっています。

本協定により、与謝野町と株式会社ジモティー様が相互に協力し、町民が通年で手ご

ろにリユースに取り組める環境を整備することで、ごみ排出量の削減および環境負荷の

低減を目指します。

●連携事業詳細

地域の情報サイト「ジモティー」とは

月間で１，０００万人以上が利用する地域の情報サイトで、「売ります・あげます情報」

「求人情報」「不動産情報」「助け合い情報」などカテゴリー別になった情報が、都道府

県別や市区町村別に掲載されています。

●連携事業者詳細

「ジモティー」を運営する株式会社ジモティーは、２０１１年２月に創業し、２０２０

年に東証マザーズ（現グロース）へ上場。

「地域の今を可視化して人と人の未来をつなぐ」を経営理念に掲げ、自治体と連携した

リユース活動の促進、食品の譲渡や販売を通じた食品ロス削減、災害時におけるボラン

ティア情報のやり取り、ひとり親への支援活動を行っています。

株式会社ジモティーとリユースに関する協定を締結

～地域の「もったいない」を循環させ、ごみ減量化と循環型社会の実現へ～

【取材・問い合わせ先】

与謝野町役場 農林環境課

担当 荒木

電話 ０７７２－４３－９０２３
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【イベント情報】

１．ちりめん街道ひなめぐり

●期 間 令和８年２月２４日（火）～３月１日（日）

●会 場 ちりめん街道一帯

●内 容 ちりめん街道沿いの民家お雛様を展示

３月１日（日）は、飲食や体験ブースが出店

する「街道市」などを開催

※２月２８日（土）と３月１日（日）は、

旧尾藤家住宅の入館料が無料

● 問 旧尾藤家住宅（０７７２-４３-１１６６）

【その他情報】

１．【与謝野町長選挙・与謝野町議会議員一般選挙】立候補予定者説明会

●日 時 令和８年３月２日（月）

【町長選】午後１時～

【町議選】午後３時３０分～

●会 場 岩滝保健センター

●その他 一陣営２人以内

● 問 選挙管理委員会事務局（総務課内／０７７２-４３-９０１０）

今後の行事予定など

資料８


